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【修士論文研究ノート】 
デカルト的懐疑論～その哲学史的起源と倫理的射程～ 
益子 拓也 
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1.2 方法的懐疑前史---ラ・モット・ル・ヴァイエとシャロン 
1.2.1 フランソワ・ド・ラ・モット・ル・ヴァイエ 
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 本稿はルネ・デカルトの方法的懐疑をめぐる哲学史的研究（第一章）、文献学的研
究（第二章）および彼の懐疑についての思想が有する哲学的意義についての考察（第
三章）から構成される。 
 第一章ではデカルトの方法的懐疑を形成した淵源の一端を我々がそこにおいて求
めるところの、16-17世紀における古代懐疑主義の復興という哲学史的事象を扱い、
その思想潮流に属する二人の人物フランソワ・ド・ラ・モット・ル・ヴァイエ(François 
de La Mothe Le Vayer:1588-1672) と ピ エ ー ル ・ シ ャ ロ ン (Pierre 
Charron:1541-1603)を取りあげて考察をすすめる。それによって我々は、古代懐疑
主義的な態度を忠実に受け継ぐラ・モット・ル・ヴァイエを反射鏡として、懐疑主
義を軸に描かれる哲学史において画期的な懐疑の性格をシャロンの懐疑主義的態度
に見ることになるだろう。その性格を端的にまとめるならば、1/ 意志的・能動的懐
疑と 2/ 主体の内に真理への到達の準備を整えるための懐疑という二つの特徴に集
約されることになるが、それらの懐疑の性格こそデカルト的懐疑へと継承されたも
のであると考えられ、そして我々は第二章および第三章でそれらを中心的に扱うこ
ととなる。 
 第二章ではデカルト的懐疑について、シャロンから継承された意志的懐疑という
側面から考察が行われる。そこでまず我々は懐疑が確実な知識を獲得するための＜
方法＞として正しく使用されるべきものとして位置づけられているという意味にお
いて＜方法的懐疑＞と呼ばれることを確認し、デカルトのおける意志の性質として
1/ 受動的な能力である知性に対置され、それとともに精神の働きを二分する能動的
な働きであるという点、2/ 本質的に自由であり、知性を超えて働く意志の広大さに
こそ誤謬の原因が帰せられるという点、3/ 意志の働きは＜選択＞の働きへと換言さ
れ、肯定/否定や懐疑、同意したりしなかったりという具体的な様態が想定されてい
るという点、以上の三点を指摘する。続いて意志の働きの中でも特に「注意
(attentio/attention)」の作用に論点を絞って考察する。ここで確認されることは以
下の五点である。1/ 注意の働きには能動性が認められるがゆえに、人間の能動的な
能力として規定された意志作用の一様態として理解しうること。2/ そしてデカルト
において＜注意深い思考＞が学的探求一般において重要視されていること。これは
主にデカルトの『精神指導の規則』と『方法序説』に依拠して論証される。3/ その
後、「注意」という概念をより明確化するために近接概念である「よく考察する/注
意する(circumspicio)」（名詞 circumspectio：慎重さ）と「注意する(attendo)」の
比較を行う。それらの言葉が使われる文脈の比較を通じて、circumspicio には「周
りを(circum)観察する(specio)」という原義に即して理解される通り我々をめぐる複
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数のものに気を配るような仕方で注意を向ける態度が含意されているのに対して、
attendo は対象を限定して、それに集中するような仕方で注意をするという対象限
定的な性格を有することが明らかにされるであろう。4/ また懐疑と注意の関係性を
論じるに先立って、デカルトにおいて真理の基準として同定される「明晰判明さ」
について考察される。ここでは「明晰でありかつ判明である clarus et distinctus」
ということが対象に内在する性質ではなく、主体と対象との関係性であるという『省
察』「第七答弁」におけるデカルトの言説を前提として、探求する者が認識対象に向
ける「注意」の多寡こそが探求者と対象との関わり方を左右する大きな原因なので
あり、デカルト的探求の道程ではその関わり方にこそ真理到達への鍵があるという
結論が導出される。5/ そして最後に、これまで我々が慣れ親しんできた先入見から
自らを引き離して、そうした意見と懐疑理由との均衡を実現し「自然の光」によっ
て示される真理を明晰判明に認識できるようにすることを目指す方法的懐疑におい
て、これまで慣れ親しんだ意見から意志を正反対の方向に向け直して先入見の均衡
状態を達成するという懐疑の具体的な遂行の中に意志と注意の協働を我々は認める
であろう。 
 第三章では以上の考察で明らかとされてきたことを踏まえつつ、シャロンからデ
カルトに継承された第二の特徴である、主体を真理への到達に準備させるための懐
疑の使用という点について考察される。その際、主体が真理に到達するために必要
な変形を自身に加えるような実践を意味する霊的訓練という観点から哲学史を記述
したミシェル・フーコー(Michel Foucault:1926-1984)のデカルト論に留保を試みる
形で議論を展開する。フーコーが鍵概念とした霊的訓練の概念規定は以下の三点に
よってなされる。1/ 主体はそれ自体としては真理に到達する権利も能力ももたない
ということ。2/ そこからの帰結として、真理に到達する権利を得ようとするならば
主体は自らを修正し、変形を加え、「転換(conversion)」を経験しなければならない
ということ。そのために主体は「自己による自己の準備(élaboration)」、「自己の自
己に対する労働(travail)」、「みずからの責任のもと、長い修練の辛苦のなかでなさ
れる、自己による自己の段階的な変容(transformation)」から構成される「アスケ
ーシス(askêsis)」と呼ばれる修練を自らに課さねばならず、こうした道程を辿るこ
とによって真理を受け入れること、また真理を語ることを可能にするような主体の
存在様態が形成される。3/ このような霊的な手続きを踏んで真理に到達した際には、
「天啓(illumination)」や「至福(béatitude)」、あるいは「魂の平穏(tranquillité)」
といった倫理的な効果を同時に獲得し、したがって霊的訓練に基いて訓練・準備さ
れ、変容させられた主体は真理への到達とともに倫理的な効果をも経験するという
  
45 
こと。 
 そして霊的訓練によって主体が変容させられ、真理に到達すると同時に、倫理的
な効果を獲得するという＜主体－真理－倫理＞の関係とは異なり、真理への到達に
は主体の変容を必要とせず、真理への到達は倫理的な効果を生じさせないという新
たな関係性がデカルトによって提起され、＜主体－真理－倫理＞の関係が変化した
というのが「デカルト的契機」という用語に集約されるフーコーの主張であり、我々
はこうした彼のデカルト論について留保を試みる。 
 具体的に注目されるのは、本章で主題となる主体を真理への到達に準備させるた
めの懐疑の使用という側面である。デカルト的懐疑は我々のうちに備わっているこ
れまで慣れ親しんできた先入見に容易に同意してしまうような意志の傾向性を矯正
しシャロン的な「非決定(indifférence)」をもって真理を受け入れるための意志の態
勢を我々のうちに形成しようとする。これは疑い得る信念の間で思い惑っている非
決定状態から、絶対確実な認識の獲得を目指して自覚的に「非決定な態勢
(indifferentia)」を自らのうちに再形成することによって達成される状態であり、こ
こに我々は意志的・能動的な自分自身への働きかけを観取する。そして、懐疑によ
る自分自身に対する意志の indifferentia のこのような再構成に、まさしくフーコー
が注目した霊的訓練としてデカルト的懐疑が機能していると我々は結論する。そし
て最後に、デカルトにおいて「至福(béatitude)」を獲得するための条件として意志
の「堅固さ(fermeté)」という徳が設定されていることを確認し、その堅固さの獲得
と意志の indifferentia の再構成との間には以下の三つの共通点があることを指摘
する。1/ 探求者自身の知性に外的な要素を原因として形成されるものを妨げとして
排除し、2/ 前者は「善」を、後者は「真理」を徹底的に追求するという実践を含ん
でいる。3/ そしてまたそれらは共に自己が自己に働きかけ、自己の在り方に変容を
加え、自己に対して特定の形式の関係を結ぼうとする主体化のプロセスを含んでい
る。そしてこのことを根拠としてデカルト的懐疑は、将来的に我々の至福の一条件
を担う意志の堅固さを修得する土壌を自らのうちに形成していたのであり、その意
味で倫理的領野へと接続しているという結論を導出する。すなわちまとめるならば、
デカルトの懐疑がもつ哲学的意義とは、それが真理の探求において意志的・能動的
に主体の態勢を再構成するという点と、その実践が倫理的な徳を修得するための予
備的な訓練となっている点に存すると言えるだろう。 
 
（ますこ・たくや 筑波大学大学院人文社会科学研究科在学） 
 
